
 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

   

   

 

 

 

 

お盆を迎えます。いろいろな人と会える機会でもあります。御仏様の前でお線香をたい

て拝みます。 

バアバも小さい時、分からないまま大人の仕草を真似ていました。今になってその意味

が分かって来るのですから、経験をしていくって大切ですね。 

園で４ヶ月過ごして来た子ども達は環境や人間関係にも慣れて安心して過ごしている

様です。 

朝、バアバがお部屋に入ると大きい子から順に“おはよう”と声が掛かります。小さい子

どもも真似て「おはよう」と言います。時にはだまってジワーッと寄って来る子どももいます。

あっ、抱っこをねだってるなと分かります。「よーし、重くなった、重くなった。」と声をかける

と本当に嬉しそうな顔をします。輝いています。子どもはたとえ０歳であっても必ず本人の

思いがあると思います。その思いを尊重しながら子どもに向き合う様にしています。 

「教育」を考えてみて今難しい漢字を覚える事、大きな数（私の生活に関係のない１億

の数）を覚えることよりも暇があれば汗を流し、もっと体を動かす方がどれだけ教育に効果

的かと思います。東行庵の池の花を愛で草むらで虫取りをし、季節の変わり目を肌で感じ

る、それが 

やさしい心 

      自立心（追及心） 

        耐える心 

 が育まれていきます。 

 忙しかったら、つい叱ります。お母さん、ちょっと子どもの声を聞いてやって下さい。 

 子どもって賢いですよ。

5.8 

わくわくはっけんニュースより 

きのうえに とまってないている セミの せいちゅうを みつけることは む

ずかしいけれど、せみの ぬけがらだったら かんたんに みつけられるよ。きの 

みきや はっぱのうらを よくさがしてみよう。 

みんなは いくつ みつけられるかな。 

８月になりました。夏の盛りをむかえて、セミたちが声を限りに鳴く季節です。木

の幹にとまる成虫には手が届かない子どもたちにも、ぬけがらなら容易に見つけら

れます。たくさん集めて、夏の思い出を作りましょう。 

なんねんも つちの なかで すごした セミの ようちゅうは ゆうがたごろ

になると じめんから でてくるよ。きのみきや たかい ところに のぼって 

せいちゅうに だっぴをするよ。 

かならず おうちの おとなのひとと いこう 

ひやけや むしさされを しないように しろっぽい い

ろで かぜとおしのよい ながそでの シャツをきて、なが

ズボンをはく。ぼうしも かぶろう 

こまめに すいぶんをとって ひかげで きゅうけいしよ

う。 

 


